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一

②
焼
却
工
場
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
へ
の
転
換

栗
原
英
隆
　
千
葉
　
潔
　
石
井
英
俊

き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
薪
炭
・
石
炭
・
石
油
さ
ら
に
原

子
力
等
と
、
変
遷
し
て
き
た
過
程
の
中
で
科
学
技
術
の

発
展
が
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
人
類
が
地
上
の
征
服
者
と

な
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
自
然
界
ま
で
そ
の
手

中
に
納
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
科
学
技
術
の
進
歩
は
、

一
方
で
自
然
界
に
対
す
る
飽
く
こ
と
な
き
挑
戦
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
文
明
は
地
球
と
い
う
人
類
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
「
母
な
る
大
地
」
を
む
し
ば
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て

き
た
汚
染
と
い
う
公
害
は
、
地
球
を
内
外
か
ら
破
滅
に

追
い
込
む
状
態
ま
で
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
し
て
近
年
、
ま
た
新
た
な
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
た
。

　
廃
棄
物
問
題
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
物
の
生
産
や
消

費
に
伴
い
、
必
ず
不
要
物
が
発
生
す
る
。
「
廃
棄
物
」

の
発
生
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
廃
棄
物
の
原
型
は
古
代
人
の
残
し

た
貝
塚
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
廃
棄
物
の
埋

は
じ
め
に

廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
の
変
遷

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

環
境
と
の
調
和

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
て

立
処
分
場
と
し
て
そ
の
姿
を
現
代
に
引
き
継
い
で
い
る
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
処
理
概
念
は
埋
立
て
処
分
に

止
ま
ら
ず
、
単
な
る
不
要
物
の
始
末
か
ら
、
生
活
環
境

の
美
化
、
衛
生
的
処
理
と
い
っ
た
生
活
環
境
保
全
へ
と

発
展
し
、
近
年
で
は
資
源
保
護
の
立
場
か
ら
廃
棄
物
の

活
用
と
い
っ
た
段
階
に
ま
で
変
化
が
求
め
ら
れ
て
き
て

い
る
。

　
現
代
の
廃
棄
物
処
理
行
政
は
、
新
た
な
時
代
を
迎
え

つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

二

廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
の
変
遷

　
廃
棄
物
は
、
「
収
集
・
輸
送
」
「
中
間
処
理
（
焼
却

等
）
」
「
最
終
処
分
（
埋
立
て
）
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
廃
棄
物
に
は
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物

と
事
業
活
動
で
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
が
あ
り
、
自

治
体
の
固
有
事
務
で
処
理
責
任
の
あ
る
の
は
、
一
般
廃

棄
物
で
あ
る
。
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地
球
環
境
の
保
護
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、
全
世
界
は

今
、
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
人
類
が
、
こ
の
地
球
で
生
存
を
続
け
て
い
く
か

ぎ
り
、
生
命
の
維
持
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
常
に

確
保
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
明

の
発
展
は
、
ま
さ
に
人
類
が
利
用
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
対
応
と
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
人
類
の
発
生
以
前
か
ら
現
在
ま
で
、
地
上
に

最
大
の
恵
み
を
与
え
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
こ
の
ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
勝
る
も
の
は
地
上
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
程
身
近
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
技
術
の
開
発
は
難
し
く
、
経
済
性
な
ど
の
面
か

ら
し
て
、
体
系
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て
利

用
で
き
て
い
る
の
は
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
別
と
し
て
、
利
用
・
消
費
し
て

は
じ
め
に

一二三四五
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本
市
に
つ
い
て
は
、
昭
和
の
初
期
か
ら
清
掃
に
場
の

建
設
の
歴
史
が
あ
り
、
旧
式
炉
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
最

新
の
機
械
炉
ま
で
十
四
工
場
を
建
設
し
、
現
在
は
五
工

場
が
稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
七
年
度
を
目
指
し

て
鶴
見
工
場
（
仮
称
）
の
建
設
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
の
港
南
工
場
の
竣
工
で
、
埋
立
処
理

よ
り
焼
却
処
理
が
上
回
っ
た
現
在
で
は
、
五
工
場
で
可

燃
ご
み
の
全
量
処
理
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
生
ご
み
の
処
理
は
、
山
間
地
等
で
の

「
埋
立
」
が
昭
和
五
十
年
代
ま
で
主
力
で
あ
っ
た
。
現

在
で
は
、
ご
み
焼
却
後
の
残
漬
物
や
焼
却
不
適
物
の
埋

立
が
主
で
あ
る
が
、
清
掃
工
場
の
処
理
能
力
を
上
回
っ

て
し
ま
っ
た
ご
み
も
、
こ
う
し
た
形
で
処
理
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
埋
立
地
は
山
間
地
だ
け
で
は
な
く
、

海
面
埋
立
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
ご
み
焼
却
炉
は
、
日
本
で
は
古
く
明
治
時
代
か
ら
建

設
さ
れ
て
は
き
た
が
、
こ
の
処
理
シ
ス
テ
ム
は
社
会
の

表
舞
台
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ご
み
処
理
に
対
す

る
認
識
の
希
薄
さ
か
ら
か
、
経
済
的
に
安
価
な
埋
立
が

長
期
間
に
わ
た
り
一
般
的
ご
み
処
理
方
法
と
し
て
、
各

自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
広
大
な
用
地
確
保
や
埋
立
処
分
地
の
環
境

保
全
策
が
必
要
と
な
っ
た
現
在
で
は
、
埋
立
て
終
了
後

も
続
く
長
期
の
管
理
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
従
来
の
状

況
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
。

　
ご
み
焼
却
炉
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
、
発
達
し
て

き
た
。
そ
れ
は
人
口
の
密
集
し
た
狭
い
国
土
で
は
焼
却

が
一
番
適
切
な
処
理
方
式
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
広
大
な
国
土
を
持
つ
国
で

は
、
埋
立
て
が
主
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は

こ
れ
ら
の
国
で
も
環
境
保
護
等
の
見
地
か
ら
、
清
掃
工

場
建
設
も
進
み
は
じ
め
て
い
る
。

　
さ
て
、
わ
が
国
に
は
現
在
、
約
二
千
三
百
の
清
掃
工

場
と
多
く
の
最
終
処
分
施
設
と
し
て
の
埋
立
地
が
あ
る
。

①
―
廃
棄
物
の
発
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）

　
近
年
の
一
般
廃
棄
物
は
五
〇
％
弱
の
水
分
を
含
む
が
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
、
千
七
百
～
二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
熱
量
を
持
っ
て
い
る
（
図
―
１
参
照
）
。

　
埋
立
処
理
が
主
力
の
頃
は
、
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度

で
あ
っ
た
た
め
に
焼
却
処
理
を
す
る
に
は
、
助
燃
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
、
薪
炭
・
重
油
等
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

　
特
に
最
近
で
は
、
廃
棄
物
の
多
様
化
で
高
カ
ロ
リ
ー

化
か
進
み
、
二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
越
す
こ
と
も
稀
で

は
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
焼
却
炉
の
設
計
能
力
を
上

回
り
、
増
量
の
激
し
い
ご
み
処
理
に
種
々
の
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
て
、
本
市
で
は
計
画
中
の

鶴
見
工
場
（
仮
称
）
で
は
、
三
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
ご

み
を
焼
却
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

②
－
所
内
で
の
余
熱
利
用

　
清
掃
工
場
で
、
ご
み
を
処
理
す
る
場
合
に
、
焼
却
炉

内
で
高
温
燃
焼
（
七
五
○
～
九
五
〇
度
）
さ
せ
る
た
め

に
発
生
す
る
燃
焼
ガ
ス
を
ボ
イ
ラ
ー
等
で
、
熱
吸
収
さ

せ
て
、
高
圧
・
高
温
の
蒸
気
を
得
て
い
る
（
図
－
２
参

照
）
。

　
焼
却
炉
が
小
規
模
の
頃
の
熱
利
用
は
、
所
内
で
使
用

す
る
給
湯
用
で
、
そ
の
後
に
空
調
用
の
熱
源
と
な
っ
た
。

平成元年度ごみの組成図‐１
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三

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

　
一
方
、
高
カ
ロ
リ
ー
化
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

面
か
ら
の
価
値
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
廃
棄

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
化
石
燃
料
の
代
替
資
源
と
し
て
近
年

で
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。



　
本
市
で
も
、
昭
和
三
十
七
年
竣
工
の
星
川
塵
芥
処
理

所
（
旧
保
土
ヶ
谷
工
場
の
前
身
）
か
ら
始
ま
り
、
昭
和

四
十
年
竣
工
の
鶴
見
工
場
以
降
の
工
場
で
は
、
空
調
用

の
熱
源
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

③
－
場
外
へ
の
余
熱
供
給

　
清
掃
工
場
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
発
生
蒸
気
量

も
増
加
す
る
た
め
、
そ
の
利
用
も
場
外
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。

　
工
場
建
設
に
際
し
て
、
地
域
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
地
元
還
元
施
設
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
・
老

人
セ
ン
タ
ー
等
の
余
熱
利
用
施
設
が
併
設
さ
れ
出
し
た
。

さ
ら
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
、
地
域
住
民
の
要
望
に
合

わ
せ
て
、
温
室
（
営
農
用
を
含
む
）
や
、
各
種
の
市
民

利
用
施
設
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
、
鶴
見
・
磯
子
工
場
で
場
外
供
給
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
竣
工
の
旭
工
場
か
ら

本
格
的
に
な
り
、
昭
和
五
十
九
年
竣
工
の
北
部
工
場
で

は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
障
害
者
研
修
保
養
セ
ン
タ
ー
へ

も
供
給
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
北
部
工
場
で
は
、
余
熱
利
用
施
設
へ
の
蒸
気

供
給
だ
け
で
な
く
、
電
力
の
供
給
も
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
工
場
敷
地
外
で
あ
っ
て
管
理
形
態
の
異
な
る
施

設
と
の
障
害
を
乗
り
越
え
全
国
で
初
め
て
達
成
で
き
た

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
栄
工
場
か
ら
、
上
郷
市
民
ふ

れ
あ
い
の
里
（
仮
称
）
へ
の
蒸
気
供
給
も
決
定
し
、
平

成
三
年
の
オ
ー
プ
ン
目
指
し
工
事
中
で
あ
る
（
表
－
１

参
照
）
。

④
－
発
電
所
の
併
設

　
今
日
、
清
掃
工
場
の
余
熱
利
用
と
い
え
ば
、
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
に
よ
る
発
電
利
用
が
余
剰
蒸
気
利
用
の
大
半
を
占

め
て
い
る
。
全
国
で
八
十
ヵ
所
の
清
掃
工
場
に
発
電
所

が
併
設
さ
れ
、
総
発
電
能
力
は
、
約
二
十
三
万
ｋ
Ｗ
と

な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
年
に
大
阪
市
の
全
連
続
燃
焼
式
焼
却
炉
を

持
つ
西
淀
工
場
で
、
国
内
最
初
の
清
掃
工
場
発
電
所

（
四
千
九
百
ｋ
Ｗ
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
焼
却
炉
の
技

術
も
現
在
ほ
ど
確
立
し
て
な
く
、
ま
た
燃
料
で
あ
る
ご

み
の
発
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）
も
低
く
、
安
定
し
た
発
電

が
技
術
的
に
も
困
難
で
あ
っ
た
が
、
関
西
電
力
へ
余
剰

電
力
の
売
却
を
も
計
画
し
、
当
時
と
し
て
は
大
規
模
な

発
電
機
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
先
見
の
明
か
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　
そ
の
後
、
東
京
都
が
四
十
四
年
か
ら
、
川
崎
市
が
四

十
六
年
か
ら
と
、
発
電
を
開
始
し
た
。
本
市
は
、
四
十

八
年
の
港
南
工
場
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
大
阪
市
の
例
を
除
け
ば
、
当
時
の
発
電
規
模
は
電
力

会
社
か
ら
の
買
電
で
賄
っ
て
い
た
工
場
の
所
内
電
力
を
、

自
家
発
電
に
よ
り
肩
代
わ
り
さ
せ
、
経
費
軽
減
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
焼
却
炉
の
安
定
運
転
が
技
術
的
に
確
立
し
、
工
場
規

模
が
大
き
く
な
る
と
、
発
電
を
主
目
的
に
し
た
発
電
所

が
出
て
き
た
。
こ
こ
に
来
て
、
タ
ー
ビ
ン
も
熱
効
率
の

悪
い
背
圧
タ
ー
ビ
ン
か
ら
復
水
タ
ー
ビ
ン
が
採
用
さ
れ

だ
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
北
部
工
場
で
、
一
万
一
千
五
百
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図‐２　清掃工場　焼却フロー
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表‐１　各清掃工場の余熱利用
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図‐３　北部工場の発電電力利用内訳（平成元年度）

調査季報108－90.12 38



特集・エネルギー‐地球環境の中で考えるPARTⅡ③横浜はいま

ｋ
Ｗ
の
復
水
タ
ー
ビ
ン
を
設
置
し
て
い
る
（
図
―
３
）
。

　
ま
た
、
鶴
見
工
場
（
仮
称
）
で
は
、
北
部
工
場
と
同

能
力
の
焼
却
規
模
で
あ
っ
て
も
、
最
大
限
の
熱
効
率
で

設
計
し
て
、
国
内
最
大
の
二
万
二
千
ｋ
Ｗ
の
発
電
を
計

画
し
て
い
る
。

　
旭
工
場
を
除
く
四
工
場
で
、
二
万
三
千
六
百
ｋ
Ｗ
の

発
電
能
力
を
持
ち
、
元
年
度
で
合
計
一
億
八
千
万
ｋ
Ｗ

余
の
発
電
実
績
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
約
六
万

世
帯
分
の
年
間
使
用
量
に
相
当
し
、
磯
子
区
を
カ
バ
ー

す
る
電
力
で
あ
る
。

　
ま
た
、
港
南
工
場
を
除
く
三
工
場
の
発
電
設
備
か
ら
、

東
京
電
力
へ
の
売
電
量
は
、
約
八
千
二
百
万
ｋ
Ｗ
、
三

億
七
千
七
百
万
円
の
収
入
を
得
て
い
る
。
因
み
に
、
本

市
の
清
掃
工
場
が
発
電
設
備
を
持
た
ず
、
全
使
用
電
力

を
購
入
す
る
な
ら
ば
、
年
間
約
一
億
ｋ
Ｗ
、
一
四
億
円

の
支
出
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（
表
－
２
参
照
）
。

　
な
お
、
環
境
事
業
局
の
歴
史
を
遡
る
と
、
昭
和
六
年
、

滝
頭
塵
芥
処
理
所
に
発
電
機
が
設
置
さ
れ
、
市
電
に
送

電
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
が
詳
し
い
こ
と
は
定
か
で

な
い
。

⑤
－
電
動
ご
み
収
集
車

　
こ
う
し
た
電
力
出
力
ア
ッ
プ
の
一
方
、
発
電
余
剰
電

力
の
積
極
的
活
用
に
向
け
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
本
市

は
電
動
ご
み
収
集
車
を
導
入
し
て
い
る
（
写
真
-
１
）
。

　
電
気
自
動
車
は
、
排
気
ガ
ス
が
出
な
い
、
振
動
、
騒

焼却工場の発電状況（元年度決算）表‐２

写真‐１　電動ごみ収集車

音
が
少
な
い
等
、
従
来
車
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
）
に
は
な
い
大
き
な
特
長
が

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
電
動
ご
み
収
集
車
は
燃

料
に
当
た
る
電
気
が
、
自
分
が
運
搬

し
た
ご
み
を
原
料
と
す
る
と
い
う
、

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
か
ら
検
討

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら

電
動
収
集
車
の
研
究
に
は
い
り
、
そ

の
後
、
通
商
産
業
省
等
の
指
導
、
助

成
を
受
け
試
用
車
を
製
作
し
、
調
査
、

研
究
、
改
良
に
取
り
組
ん
だ
。

　
一
般
に
電
気
自
動
車
は
、
動
力
源
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に
蓄
電
池
を
使
用
す
る
た
め
、
車
体
が
重
く
、
加
速
性
、

登
坂
能
力
が
劣
る
。
ま
た
、
走
行
距
離
に
も
限
界
が
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
充
電
を
頻
繁
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
電
気
自
動
車
の
弱
点
は
弱
点
と
認
め
た
上

で
、
い
か
に
し
た
ら
収
集
車
と
し
て
使
用
で
き
る
か
、

昭
和
六
十
年
十
月
に
製
作
さ
れ
た
試
用
車
に
よ
る
走
行

試
験
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。

　
走
行
試
験
中
、
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
け
ん
引
さ
れ
て
戻

る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
を
改

良
し
、
昭
和
六
十
三
年
、
遂
に
待
望
の
実
用
車
が
完
成

し
た
。

　
実
用
車
は
試
用
車
に
比
べ
車
体
も
一
回
り
大
き
く
、

加
速
性
、
登
坂
能
力
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
収
集

員
の
作
業
環
境
も
考
慮
し
、
ク
ー
ラ
ー
を
搭
載
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
分
、
一
充
電
当
た
り
の
走
行
距
離
は
若

干
短
く
な
っ
た
（
表
－
３
参
照
）
。

　
電
動
ご
み
収
集
車
の
運
転
操
作
は
、
従
来
車
と
殆
ど

同
じ
で
あ
る
。
僅
か
な
違
い
は
当
然
な
が
ら
、
燃
料
計

の
代
わ
り
が
電
池
容
量
計
で
あ
る
。
発
進
、
停
車
が
滑

ら
か
で
あ
り
、
エ
ン
ス
ト
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
も
な
く
、
乗

り
心
地
は
す
こ
ぶ
る
快
適
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
実
用
車
は
既
に
、
八
千
五
百
㎞
、
青
森
、

下
関
間
を
二
往
復
半
、
ご
み
収
集
に
走
り
回
っ
て
い
る
。

　
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
、
環
境
汚
染
等
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
お
り
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
は
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
横
浜
市
で

電動ごみ収集車主要諸元比較表表-３は
、
さ
ら
に
二
台
目
の
実
用
電
動
収
集
車
を
導
入
す
る

と
共
に
、
今
後
も
走
行
距
離
の
延
長
、
加
速
性
能
の
向

上
等
の
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
順
次
導
入
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。

四

　
ご
み
処
理
は
、
収
集
、
輸
送
、
中
間
処
理
（
焼
却
な

ど
）
、
最
終
処
分
（
埋
立
て
）
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
ご
み
処
理
自
体
は
。
、
公
害
防
止
の
プ
ロ

セ
ス
の
一
つ
で
あ
る
が
、
焼
却
な
ど
の
中
間
処
理
施
設

で
は
適
正
な
除
去
施
設
を
設
置
し
、
か
つ
安
定
的
に
稼

働
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
達
成
さ
れ

な
け
れ
ば
新
た
な
公
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
。
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本
市
の
各
清
掃
工
場
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
の
上
か

ら
、
法
規
制
値
よ
り
厳
し
い
排
出
基
準
を
設
定
し
て
い

る
。
排
気
ガ
ス
中
の
ば
い
じ
ん
除
去
設
備
と
し
て
、
電

気
集
じ
ん
機
、
有
害
ガ
ス
の
除
去
設
備
と
し
て
脱
塩
装

置
及
び
脱
硝
装
置
を
設
け
て
い
る
。

　
工
場
排
水
で
は
、
公
共
下
水
道
に
放
流
す
る
こ
と
か

ら
、
排
水
処
理
設
備
を
設
け
る
と
共
に
上
水
の
使
用
を

節
約
す
る
た
め
、
極
力
、
処
理
水
の
再
利
用
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
臭
気
、
振
動
、
騒
音
等
の
公
害
に
対
し

て
も
、
清
掃
工
場
と
し
て
の
立
場
を
考
慮
し
て
、
よ
り

厳
し
い
自
己
規
制
を
し
、
運
転
管
理
に
は
十
分
配
慮
を

し
て
い
る
。

　
ご
み
焼
却
工
場
と
し
て
、
環
境
保
全
に
は
万
全
で
あ
っ

て
も
、
発
電
設
備
を
設
置
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト

と
な
っ
て
き
た
現
在
、
別
の
面
か
ら
も
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
発
電
出
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
高
圧
高
温
の

蒸
気
条
件
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
ご
み
焼
却
炉
の
排
熱

ボ
イ
ラ
ー
の
開
発
が
急
が
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
、
ご
み
焼
却

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
二
～
一
三
％
（
事
業
用
火
力
発
電
所

で
も
、
使
用
燃
料
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
三
五
～
四
五
％
）

程
度
し
か
電
力
に
変
換
で
き
て
い
な
い
た
め
、
効
率
を

さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
（
図
－
４
参
照
）
。

　
こ
う
し
た
こ
と
で
、
利
用
で
き
ず
に
大
気
に
放
出
し

て
い
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
等
を
図
り
、

北部工場熱精算図（平成元年11月のデータを使用）図‐４
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環
境
へ
の
調
和
を
充
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
地
球
の
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
つ
い
て
は
、
ご

み
を
焼
却
処
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
は
回
避
出
来
な
い

問
題
で
あ
り
、
新
技
術
開
発
に
よ
っ
て
将
来
の
ご
み
処

理
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

五

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

向
け
て

　
ご
み
焼
却
工
場
は
、
従
来
の
処
理
工
場
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
へ
と
、
そ
の
地
位
を
転

換
さ
せ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

ご
み
が
社
会
に
と
っ
て
、
不
要
物
そ
の
物
で
あ
っ
た

時
代
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
き

た
の
は
、
地
球
規
模
で
資
源
の
有
限
性
に
人
類
が
気
が

付
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
薪
炭
、
石
炭
、
石
油
と
燃
料
革
命
の
長
い
歴
史
の
中

で
、
科
学
技
術
の
発
展
が
そ
の
消
費
を
加
速
し
て
き
た
・

が
、
資
源
の
枯
渇
は
そ
れ
程
深
刻
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
の
社
会
生
活
の
向
上
は
、
予
測
の

つ
か
な
い
消
費
を
生
み
、
そ
の
深
刻
さ
は
回
避
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
、
環
境
保
全
が
あ
い
ま
っ

て
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
国
・
地
方
自
治
体
と
し
て
も

当
然
、
行
政
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い

課
題
で
あ
る
。

　
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
（
通
産
相
の
諮
問
機
関
）

で
も
、
太
陽
電
池
、
燃
料
電
池
や
廃
棄
物
（
ご
み
）
発

電
の
本
格
的
な
活
用
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
中
間
報
告
を

こ
の
六
月
に
ま
と
め
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
が
各
所
に
出
て
き
て
い
る
な
か
で
、

本
市
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

い
う
観
点
か
ら
、
清
掃
工
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
従
来
の
清
掃
工
場
の
熱
利
用
は
評
価
で
き
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
効
率
的
な
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
）
の

研
究
と
早
期
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
都
市
活
動
に
は
、
電
力
、
熱
等
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
多
く
の

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
都
市
と
し

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
決
し
て
良
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
都
市
活
動
か
ら
必
ず
と
い
っ
て
出
る

廃
棄
物
が
、
都
市
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
地
域

熱
供
給
、
電
力
供
給
と
い
う
地
域
に
密
着
し
た
位
置
付

け
と
な
っ
た
場
合
、
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
大
き

く
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
札
幌
市
、
東
京
都
等
が
、
清
掃
工
場
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
熱
供
給
公
社
を
設
立
し
地
域
住
民
へ
蒸
気

供
給
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
も
の
を

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ご
み
処
理
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
設
立
し
た
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
’

　
し
か
し
、
消
費
生
活
、
産
業
活
動
の
変
化
、
さ
ら
に

都
市
化
の
進
む
中
で
、
法
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
ち
は

じ
め
た
。
ご
み
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
認
知
さ
れ
れ

ば
自
治
体
が
進
め
て
き
た
施
策
が
更
に
充
実
す
る
で
あ

ろ
う
し
、
自
治
体
が
扱
う
「
一
般
廃
棄
物
」
の
処
理
が

広
域
化
す
る
こ
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
へ
の
弾
み
が
つ

く
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
自
治
体
な
ど
の
要
望
を
入
れ
厚
生

省
が
改
正
へ
の
検
討
に
着
手
し
た
こ
と
は
、
大
い
に
期

待
し
た
い
。

　
ま
た
、
廃
棄
物
（
ご
み
）
発
電
の
促
進
に
は
通
産
省

所
管
の
電
気
事
業
法
等
の
見
直
し
が
必
須
条
件
と
な
る

た
め
、
関
係
省
庁
に
ま
た
が
る
国
家
的
な
視
野
か
ら
の

取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

＜
栗
原
＝
環
境
事
業
局
施
設
部
施
設
課
課
長
補
佐
設
備

係
長
／
千
葉
＝
同
課
課
長
補
佐
電
気
係
長
／
石
井
＝
同

課
施
設
計
画
等
担
当
係
長
＞
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